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lsession は60試行, 1日に 2sessions,session
間の間隔は15分とした｡autoISlaphgの手続では被政
体の反応の有無にかかわらず各試行で強化が与えられる
ので,1日の強化数は120であった｡
括果及び考蕪:条件 1はパネル押し及びレ′1-ひきの
いずれの反応も強化をうける手続であるが,結果から
は,いずれの反応も出現しうろこと,またパネルに白色
光が呈示されている期間中にはレバ ひーき反応がより蜂
勢に生ずることが知られよう (表2)0
条件2は条件1と同じく白色光と同期してレバーが出
入するが,条件3ではレバーは常時呈示されている｡い
ずれの場合にも/(ネル押し反応は強化されない (条件
4,5も同様).結果は図2に示す如くであり, レバー
ひき反応を形成させるためには条件2がより有利である
といえよう｡
条件4の結果は表3に,条件5の結果は敦4に示す｡
レバーひき反応が形成された後も auto･slapingの手
続が継続される粂件4の場合には,Vバ ひーき反応以外
の反応,すなわちバネJt,押し反応の出現が取著であるの
に対し,その手続を続けない条件5の場合にはそのよう
な反応は生じないことがみられた｡なお,粂件4及び5
の場合には,パネルに白色光が呈示されない時期にもレ
バ-を出し,その場合のレ/i-ひき反応には強化を与え
ないという明暗弁別の場面を設定したが,反応の分化は
生じなかったために,結果には点灯期及び消灯期の反応
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